











A study of fatigue, life style, and self-efficacy among 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































―	 14	― ―	 15	―
坂野雄二（1989）：一般性セルフ・エフィカシー
尺度の妥当性の検討．早稲田大学人間科学
研究，2（1），91-98．
坂野雄二・東條光彦（1986）：一般性セルフ・
エフィカシー尺度作成の試み．行動療法研
究，12（1），73-82．
佐藤和子・天野敦子（2000）：看護職者の勤務
条件と蓄積的疲労との関連についての調査．
大分看護科学研究，2（1），1-7．
澤田忠幸・波田野花美・矢野紀子他（2004）：
女性看護師の職務満足と心理的Well-Being
に及ぼす個人特性要因の影響－中核的自己
評価の役割－．日本看護研究学会雑誌，27
（4），45-52．
嶋田洋徳・浅井邦二・坂野雄二他（1994）：一
般性自己効力感尺度（GSES）の項目反応理
論による妥当性の検討．ヒューマンサイエ
ンスリサーチ，3，77-90．
藤内美保（2004）：交代制勤務の看護師の生活
時間構造と生活意識および疲労との関連－
一般女性有職者および女性教員との比較－．
日本看護研究学会雑誌，27（4），17-24．
土屋八千代（2004）：病院勤務看護職者の休養
行動とその関連因子に関する研究．南九州
看護研究誌，2（1），5-15．
